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 豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
活
力
あ
る
 

 ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・・
農
業
の
振
興
と
産
業
の
活
性

農
業
の
振
興
と
産
業
の
活
性
化化

茨
城
町
の
安
全
・
安
心
な
農
畜
水

　
茨
城
町
の
安
全
・
安
心
な
農
畜
水
産産

物
の
Ｐ
Ｒ
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

物
の
Ｐ
Ｒ
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、、

都
市
農
村
の
交
流
事
業
と
し
て
実
施

都
市
農
村
の
交
流
事
業
と
し
て
実
施
しし

て
い
る
農
業
体
験
や
農
家
民
泊
に
つ

て
い
る
農
業
体
験
や
農
家
民
泊
に
つ
いい

て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連

て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携携

に
努
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
充

に
努
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
充
実実

を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す

を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。。

・
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
「

・
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
「
茨茨

城
中
部
地
区

城
中
部
地
区
」」

平
成

年
度
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

　
平
成
　
年
度
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、、

2828

８
月
１
日
に
町
内
に
「
国
営
茨
城
中

８
月
１
日
に
町
内
に
「
国
営
茨
城
中
部部

農
地
整
備
事
業
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

農
地
整
備
事
業
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
しし

た
。
早
期
の
工
事
着
手
に
向
け
て
、

た
。
早
期
の
工
事
着
手
に
向
け
て
、
各各

団
地
の
調
査
設
計
、
換
地
計
画
作
成

団
地
の
調
査
設
計
、
換
地
計
画
作
成
等等

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
農農

地
利
用
の
最
適
化
に
つ
い
て
は
、
農

地
利
用
の
最
適
化
に
つ
い
て
は
、
農
地地

集
積
推
進
協
議
会
の
活
動
を
中
心
と

集
積
推
進
協
議
会
の
活
動
を
中
心
と
しし

て
、
農
地
貸
借
の
円
滑
な
合
意
形
成

て
、
農
地
貸
借
の
円
滑
な
合
意
形
成
をを

推
進
す
る
新
た
な
支
援
、
遊
休
農
地

推
進
す
る
新
た
な
支
援
、
遊
休
農
地
解解

消
に
関
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、

消
に
関
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、
担担

い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
をを

推
進
し
て
い
き
ま
す

推
進
し
て
い
き
ま
す
。。

・
茨
城
町
農
業
公

・
茨
城
町
農
業
公
社社

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た

　
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
担担

い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
、
主
食
用

い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
、
主
食
用
米米

か
ら
飼
料
米
へ
の
転
換
を
支
援
す
る

か
ら
飼
料
米
へ
の
転
換
を
支
援
す
る
ＷＷ

Ｃ
Ｓ
事
業
の
推
進
、
新
規
就
農
者
へ

Ｃ
Ｓ
事
業
の
推
進
、
新
規
就
農
者
へ
のの

支支
援
、
人
材
バン
ク
事
業
等
に
積
極
的

援
、
人
材
バン
ク
事
業
等
に
積
極
的
にに

取
り
組
み
、
農
家
の
下
支
え
を
行
い
ま
す

取
り
組
み
、
農
家
の
下
支
え
を
行
い
ま
す
。。

・
企
業
誘

・
企
業
誘
致致

平
成

年
度
、
茨
城
工
業
団
地
に

　
平
成
　
年
度
、
茨
城
工
業
団
地
に
おお

2828

い
て
、
２
社
が
新
た
に
操
業
を
開
始

い
て
、
２
社
が
新
た
に
操
業
を
開
始
すす

る
と
と
も
に
、
１
社
が
増
設
し
、
残

る
と
と
も
に
、
１
社
が
増
設
し
、
残
りり

区
画
は
１
区
画
の
み
と
な
り
ま
し
た

区
画
は
１
区
画
の
み
と
な
り
ま
し
た
。。

ま
た
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
に
お
い

ま
た
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
に
お
い
てて

も
新
た
に
１
社
が
契
約
を
締
結
し
、

も
新
た
に
１
社
が
契
約
を
締
結
し
、
平平

成

年
度
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て

成
　
年
度
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
おお

2929
り
、
町
内
の
工
業
団
地
立
地
企
業
数
は

り
、
町
内
の
工
業
団
地
立
地
企
業
数
は
、、

計

社
と
な
り
ま
す

計
　
社
と
な
り
ま
す
。。

1818
　
今
後
は
茨
城
中
央
工
業
団
地
を
中

今
後
は
茨
城
中
央
工
業
団
地
を
中
心心

に
、「
茨
城
産
業
再
生
特

に
、「
茨
城
産
業
再
生
特
区区

の
税
制
優
遇
措
置
」
や
内

の
税
制
優
遇
措
置
」
や
内
容容

を
拡
充
し
た
町
の
奨
励
制

を
拡
充
し
た
町
の
奨
励
制
度度

を
活
用
し
、
県
及
び
県
開

を
活
用
し
、
県
及
び
県
開
発発

公
社
な
ど
の
関
係
機
関
と

公
社
な
ど
の
関
係
機
関
と
連連

携
を
図
り
な
が
ら
、
誘
致

携
を
図
り
な
が
ら
、
誘
致
活活

動
に
努
め
て
い
き
ま
す

動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。。

・
消
費
者
行

・
消
費
者
行
政政

国
、
県
、
関
係
機
関
等

　
国
、
県
、
関
係
機
関
等
とと

協
力
し
て
、
相
談
体
制
の

協
力
し
て
、
相
談
体
制
の
一一

層
の
充
実
強
化
を
図
り
、

層
の
充
実
強
化
を
図
り
、
町町

民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
支

民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
支
援援

し
て
い
き
ま
す

し
て
い
き
ま
す
。。

 安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
整
備
を
 

 目
指
す
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　
　
　

・
防
・
防
　
　
災災

災
害
時
用
備
蓄
品
の
整
備
及
び
防

　
災
害
時
用
備
蓄
品
の
整
備
及
び
防
災災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
工
事

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
工
事
をを

実
施
し
、
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す

実
施
し
、
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。。

・
消
・
消
　
　
防防

町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら

　
町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら
守守

る
た
め
、
消
防
施
設
及
び
新
た
な
資

る
た
め
、
消
防
施
設
及
び
新
た
な
資
機機

材
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各

材
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
種種

災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
体
制
の
構

災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
体
制
の
構
築築

を
進
め
て
い
き
ま
す

を
進
め
て
い
き
ま
す
。。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
初

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
初
期期

対
応
力
の
向
上
が
図
ら

対
応
力
の
向
上
が
図
ら
れれ

る
よ
う
、
町
民
及
び
各

る
よ
う
、
町
民
及
び
各
事事

業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た

業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た
、、

防
災
訓
練
指
導
や
応
急

防
災
訓
練
指
導
や
応
急
手手

当
講
習
会
を
実
施
し
て

当
講
習
会
を
実
施
し
て
いい

き
ま
す

き
ま
す
。。

・
交
通
安
全
対

・
交
通
安
全
対
策策

　
警
察
や
関
係
団
体
と

警
察
や
関
係
団
体
と
連連

携
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

携
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守守

等
に
関
す
る
啓
発
活
動

等
に
関
す
る
啓
発
活
動
やや

交
通
安
全
施
設
の
整

交
通
安
全
施
設
の
整
備備
をを

行
い
、
町
民
の
交
通
事
故
防
止
に
取
り

行
い
、
町
民
の
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
安
全
・

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
安
全
・
安安

心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
を
中
心
に
防

心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
を
中
心
に
防
犯犯

灯
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に

灯
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。。

・
涸
沼
の
水
質
改

・
涸
沼
の
水
質
改
善善

河
川
等
か
ら
流
入
す
る
水
の
水
質

　
河
川
等
か
ら
流
入
す
る
水
の
水
質
汚汚

濁
が
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、

濁
が
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
生生

活
排
水
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

活
排
水
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
とと

と
も
に
、
不
法
投
棄
に
対
す
る
パ

と
も
に
、
不
法
投
棄
に
対
す
る
パ
トト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す

ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。。

・
ご
み
処
理
の
広
域

・
ご
み
処
理
の
広
域
化化

霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
お
い
て
、

　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
お
い
て
、
一一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画

般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
及及

び
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
２
月
か

び
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
２
月
か
らら

は
入
札
公
告
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

は
入
札
公
告
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
引引

き
続
き
関
係
市
町
と
連
携
を
図
り
、

き
続
き
関
係
市
町
と
連
携
を
図
り
、
整整

備
計
画
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

備
計
画
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
努努

め
て
い
き
ま
す

め
て
い
き
ま
す
。。

・
イ
ン
フ
ラ
整

・
イ
ン
フ
ラ
整
備備

国
・
県
道
の
整
備
促
進
を
関
係
機

　
国
・
県
道
の
整
備
促
進
を
関
係
機
関関

へ
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
町
道
１

へ
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
町
道
１
２２

０
号
線
及
び
２
０
２
号
線
等
の
幹
線

０
号
線
及
び
２
０
２
号
線
等
の
幹
線
道道

路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生

路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
活活

道
路
の
環
境
向
上
に
も
重
点
を
置
い

道
路
の
環
境
向
上
に
も
重
点
を
置
い
てて

事
業
を
推
進
し
ま
す

事
業
を
推
進
し
ま
す
。。

３

交通安全対交通安全対策策
啓発活動の様啓発活動の様子子

町政執行方町政執行方針針　　平成29年度

平成29年４月１日広報いばらき３

　小林宣夫町長は、平成29年第１回町議会定例会の開催にあたり、平成29年度町政執行方針を発表しました。
その中から、今後の町の取り組みをお伝えします。

 安
全
・
安
心
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

・・
健
全
財
政
の
維

健
全
財
政
の
維
持持

財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
町
債
発

　
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
町
債
発
行行

額
の
抑
制
、
財
政
調
整
基
金
等
の
適

額
の
抑
制
、
財
政
調
整
基
金
等
の
適
正正

規
模
の
確
保
、
自
主
財
源
の
積
極
的

規
模
の
確
保
、
自
主
財
源
の
積
極
的
確確

保
、
施
策
事
業
の
重
点
的
か
つ
効
果

保
、
施
策
事
業
の
重
点
的
か
つ
効
果
的的

な
実
施
な
ど
、
健
全
財
政
を
維
持
し

な
実
施
な
ど
、
健
全
財
政
を
維
持
し
なな

が
ら
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

が
ら
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持持

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
いい

き
ま
す

き
ま
す
。。

・・
第
６
次
総
合
計
画
の
策

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定定

町
政
運
営
の
基
本
的
指
針
で
あ

　
町
政
運
営
の
基
本
的
指
針
で
あ
るる

「
第
５
次
総
合
計
画
」
が
平
成

年
度

「
第
５
次
総
合
計
画
」
が
平
成
　
年
度
をを

2929

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成成

年
度
か
ら
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
のの

3030方
向
を
示
す
「
第
６
次
総
合
計
画
」

方
向
を
示
す
「
第
６
次
総
合
計
画
」
のの

策
定
を
行
い
ま
す

策
定
を
行
い
ま
す
。。

・・
茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生生

総
合
戦

総
合
戦
略略

人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
課
題
の

　
人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
課
題
の
解解

決
に
向
け
て
、
本
戦
略
に
基
づ
き
、

決
に
向
け
て
、
本
戦
略
に
基
づ
き
、
引引

き
続
き
関
係
機
関
団
体
等
と
連
携
を

き
続
き
関
係
機
関
団
体
等
と
連
携
を
図図

り
な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
定

り
な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
定
住住

促
進
等
に
関
す
る
事
業
を
進
め
て
い

促
進
等
に
関
す
る
事
業
を
進
め
て
い
きき

ま
す
ま
す
。。

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成

年
度

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
　
年
度
かか

2727

ら
配
置
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ら
配
置
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」」

や
「
集
落
支
援
員
」
の
活
動
を
よ
り

や
「
集
落
支
援
員
」
の
活
動
を
よ
り
一一

層
充
実
さ
せ
、
地
域
に
密
着
し
た
活

層
充
実
さ
せ
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動動

の
積
極
的
な
展
開
を
図
り
ま
す

の
積
極
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。。

・・
町
の
情
報
発

町
の
情
報
発
信信

本
年
１
月
に
募
集
を
開
始
し
た
茨

　
本
年
１
月
に
募
集
を
開
始
し
た
茨
城城

町
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
い
ば
３
ふ
る

町
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
い
ば
３
ふ
る
ささ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員

と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
増増

を
図
り
な
が
ら
、
本
町
に
愛
着
を
持

を
図
り
な
が
ら
、
本
町
に
愛
着
を
持
つつ

人
た
ち
と
の
協
働
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

人
た
ち
と
の
協
働
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等等

を
活
用
し
た
情
報
発
信
力
の
強
化
を

を
活
用
し
た
情
報
発
信
力
の
強
化
を
図図

り
、
さ
ら
な
る
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

り
、
さ
ら
な
る
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
ププ

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。。

 健
や
か
な
心
身
と
思
い
や
り
を
　
 

 育
む
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
 

・・
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
みみ

「
第
２
次
茨
城
町
健
康
増
進
計
画
・

　「
第
２
次
茨
城
町
健
康
増
進
計
画
・
食食

育
推
進
計
画
」
の
各
分
野
に
お
い
て

育
推
進
計
画
」
の
各
分
野
に
お
い
て
目目

標
達
成
に
向
け
、
乳
幼
児
期
か
ら
高

標
達
成
に
向
け
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢齢

期
ま
で
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

期
ま
で
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せせ

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。。

・・
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
推
進
事

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
推
進
事
業業

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
生
活
習

　
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
生
活
習
慣慣

病
予
防
及
び
認
知
症
予
防
に
重
点
を

病
予
防
及
び
認
知
症
予
防
に
重
点
を
置置

い
た
教
室
を
開
催
し
、
町
民
の
健
康

い
た
教
室
を
開
催
し
、
町
民
の
健
康
づづ

く
り
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す

く
り
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。。

・・
健
康
診
査
事

健
康
診
査
事
業業

医
療
機
関
で
受

　
医
療
機
関
で
受
診診

す
る
胃
が
ん
検
診

す
る
胃
が
ん
検
診
にに

お
い
て
、
リ
ス
ク

お
い
て
、
リ
ス
ク
検検

査
を
併
せ
て
実
施
し

査
を
併
せ
て
実
施
し
、、

効
果
的
な
胃
が
ん

効
果
的
な
胃
が
ん
のの

早
期
発
見
、
早
期

早
期
発
見
、
早
期
治治

療
に
努
め
て
い
き

療
に
努
め
て
い
き
まま

すす
。。

・・
障
害
者
支
援
事

障
害
者
支
援
事
業業

地
域
自
立
支
援

　
地
域
自
立
支
援
協協

議
会
及
び
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

議
会
及
び
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会会

に
お
い
て
、
困
難
事
例
や
地
域
の
課

に
お
い
て
、
困
難
事
例
や
地
域
の
課
題題

を
解
決
し
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
解
決
し
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
のの

充
実
を
図
り
ま
す

充
実
を
図
り
ま
す
。。

 充
実
し
た
教
育
と
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
 

 テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　
　
　

・・
学
校
教
育
関

学
校
教
育
関
係係

児
童
生
徒
が
ふ
る
さ
と
茨
城
町
を

　
児
童
生
徒
が
ふ
る
さ
と
茨
城
町
を
知知

り
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
や
誇

り
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
や
誇
りり

を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
、
新
た
な

を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
、
新
た
な
教教

材
と
し
て
「
茨
城
町
ふ
る
さ
と
学
習

材
と
し
て
「
茨
城
町
ふ
る
さ
と
学
習
のの

す
す
め
」
を
作
成
し
ま
す

す
す
め
」
を
作
成
し
ま
す
。。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図図

る
た
め
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
た
き

る
た
め
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
た
き
めめ

細
か
な
授
業
を
行
う
「
学
習
指
導
支

細
か
な
授
業
を
行
う
「
学
習
指
導
支
援援

講
師
配
置
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施

講
師
配
置
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
すす

る
と
と
も
に
、
老
朽

る
と
と
も
に
、
老
朽
化化

し
た
学
校
施
設
の
改

し
た
学
校
施
設
の
改
築築

を
行
い
ま
す

を
行
い
ま
す
。。

ま
た
前
年
度
に
続

　
ま
た
前
年
度
に
続
いい

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、、

児
童
生
徒
の
学
習
意

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲欲

の
向
上
を
目
指
し
効

の
向
上
を
目
指
し
効
果果

の
上
が
る
学
習
が
で

の
上
が
る
学
習
が
で
きき

る
よ
う
教
育
環
境
の

る
よ
う
教
育
環
境
の
整整

備
を
推
進
し
て
い
き

備
を
推
進
し
て
い
き
まま

すす
。。

　
　

２

学校教育関学校教育関係係
ICTを活用した授ICTを活用した授業業

平成29年４月１日 広報いばらき ２



５ 平成29年４月１日広報いばらき５ ４

歳入　109億6,100万円 歳出　109億6,100万円
その他

7億6,492万円
その他

7億6,492万円
その他

7億6,492万円
町税
35億8,392万円
町税
35億8,392万円
町税
35億8,392万円

繰入金
4億5,996万円
繰入金
4億5,996万円
繰入金
4億5,996万円

その他
6億1,533万円
その他
6億1,533万円
その他
6億1,533万円

地方交付税
26億5,800万円

地方交付税
26億5,800万円

地方交付税
26億5,800万円

国県支出金
22億4,427万円

国県支出金
22億4,427万円

国県支出金
22億4,427万円

町債
6億3,460万円

町債
6億3,460万円

町債
6億3,460万円

繰出金
20億596万円

繰出金
20億596万円

繰出金
20億596万円

普通建設事業費
7億9,901万円
普通建設事業費
7億9,901万円
普通建設事業費
7億9,901万円

人件費
24億3,357万円
人件費
24億3,357万円
人件費
24億3,357万円

扶助費
21億8,994万円
扶助費
21億8,994万円
扶助費
21億8,994万円

公債費
8億2,272万円
公債費
8億2,272万円
公債費
8億2,272万円

物件費
14億5,808万円

物件費
14億5,808万円

物件費
14億5,808万円

補助費等
10億697万円

補助費等
10億697万円

補助費等
10億697万円

その他
2億4,475万円
その他
2億4,475万円
その他
2億4,475万円

義務的経費
49.7％
義務的経費
49.7％
義務的経費
49.7％

裁量的経費
50.3％

裁量的経費
50.3％

裁量的経費
50.3％

依存財源
57.5％
依存財源
57.5％
依存財源
57.5％

自主財源
42.5％
自主財源
42.5％
自主財源
42.5％

義務的経費：支出することが義務づけられた経費です。
　人件費 ……… 議員や委員、職員にかかる経費です。
　扶助費 ……… 町民のみなさまの社会福祉にかかる経費です。
　公債費 ……… 借金の返済にかかる経費です。
裁量的経費：政策的な判断で増減できる経費です。
　物件費 ……… 事務費や備品購入、委託等の消費的な経費です。
　補助費等 …… 他団体や町民のみなさまに対する現金的給付の経費です。 
　繰出金 ……… 特別会計に対して支出する経費です。
　普通建設事業費… 公共施設の建設や改修経費です。
　その他 ……… 預金への積立金、維持補修費、災害復旧費などの経費です。

＜歳出用語＞
自主財源：町が自主的に調達したお金です。
　町　税 ……… みなさまに納めていただく税金です。
　繰入金 ……… 町の預金から取り崩すお金です。
　その他 ……… 施設使用料や証明書の発行手数料などです。
依存財源：国や県から補助されるお金です。
　地方交付税…… 他市町村との財源の均衡を保つために国から配分さ
　　　　　　　　　れるお金です。
　国県支出金…… 特定の事業に対して国・県から補助されるお金です。
　その他 ……… 地方消費税交付金をはじめとした国からの各種交付
　　　　　　　　　金などです。

＜歳入用語＞

平成29年度当初予算
が決まりました。

茨城町の

平成29年４月１日 広報いばらき ４



平成29年４月１日広報いばらき

芋

咽

允

員
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印
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印
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印
印
印

印
印
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印
印
印
印
印

７

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222222222222999999999999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののののののののののののののののの町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等にににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららら平成29年度の町税等に関するお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

◎納税通知書の発送について
　平成29年度の町税等（固定資産税、町県民税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
介護保険料）に関する納税通知書は、次の日程により、発送します。
　なお、納税組合は解散となりましたので、平成29年度からは納税義務者へ直接郵送となります。

◎町税等の納期について
　平成29年度　町税等納期（納付書で納付の方）は下記のとおりです。

　各税目・保険料の納期限日は、当月の月末となります。（12月のみ25日）
　納期限日が休祭日の場合は、翌日が納期限の日となります。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
を
３
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
し
た
。
不
在
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
郵
便
局
の
不
在

連
絡
票
（
郵
便
物
お
預
か
り
の
お
知
ら

せ
）
に
従
っ
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

受
け
取
れ
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

３
月
　
日
以
降
は
、
保
険
課
で
保
管
し

31

て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
就
職
等
に
よ
り
職
場
（
会
社
）

の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す
る
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
険
課
（
５
番

窓
口
）
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

保
険
課
（
５
番
窓
口
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
保
険
課
　
国
保
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
か
ら

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

４
月
１
日

（固定資産税、町県民税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料）

平成29年度の町税等に関するお知ら平成29年度の町税等に関するお知らせせ平成29年度の町税等に関するお知ら平成29年度の町税等に関するお知らせせ

【問合せ先】
　　〇固定資産税、町県民税、軽自動車税に関すること
　　　　税　務　課　　☎ ０２９－２４０－７１１４（直通）
　　〇国民健康保険税、後期高齢者医療保険料に関すること
　　　　保　険　課　　☎ ０２９－２４０－７１１３（直通）
　　〇介護保険料に関すること
　　　　長寿福祉課　　☎０２９－２９１－８４０７（直通）

発　送　日税　目　等
平成29年４月10日（月）固 定 資 産 税
平成29年４月10日（月）国 民 健 康 保 険 税
平成29年４月11日（火）介 護 保 険 料
平成29年５月２日（火）軽 自 動 車 税
平成29年６月９日（金）町 県 民 税　 ※
平成29年７月14日（金）後期高齢者医療保険料

※町県民税を納付書により納付
（普通徴収）する方への発送日
となります。給与から天引き
の方（特別徴収）は、納税通知
書を勤務先から受け取ること
になります。

２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月納期月
税目等

４期３期２期１期固 定 資 産 税
４期３期２期１期町 県 民 税

全期軽 自 動 車 税
10期９期８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税
６期５期４期３期２期１期介 護 保 険 料
８期７期６期５期４期３期２期１期後期高齢者医療保険料
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　福祉用具購入費については、利用者が全額を事業者に支払ったあと、町から９割
分（※８割分）の支給を受ける「償還払い」のみとなっていました。
　平成29年４月より、新たに購入方法が増え、利用者は費用の１割分（※２割分）
を事業者に支払い購入できる「受領委任払い」も利用できるようになります。

〈福祉用具購入方法の流れ（平成29年４月から）〉

※一定以上の所得のある方は自己負担が２割となり、８割を町が支払います。　　　　
　利用手続きの方法に関しては、長寿福祉課までお問い合わせください。

【問合せ先】長寿福祉課　☎ ０２９－２９１－８４０７（直通）

　介護保険は介護や支援を必要とする高齢者などを社会全体で支え合う制度です。
　65歳以上の方の介護保険料の納入については、年金から天引きされる特別徴収か納付書または口座振
替で納める普通徴収の方法となります。

保険料を滞納すると・・・
　保険料を滞納すると、未納期間に応じて介護サービスを一時的に使えなくなったり、本来１割または
２割で済む自己負担が上がったりする場合があります。

　介護保険料を滞納することでご本人やご家族の負担が大きくなることがあります。皆さんが納付した
介護保険料は、介護サービスの貴重な財源となっています。保険料は必ず納めましょう。

納め忘れを防ぐために便利な口座振替をご利用ください。
【問合せ先】長寿福祉課　☎ ０２９－２９１－８４０７（直通）

償還払い

事業者

利用者 町

③９割分（８割分）を償還払い

①全額支払い

②申請

受領委任払い

事業者

利用者 町

①１割分（２割分）
　支払い

③９割分（８割分）
　直接支給

②申請

介護保険料を納めましょう！

１年間滞納した場合
＜支払い方法が変更されます＞
　サービスを利用したとき、いったん利用料の全額を自己負担しなければ
ならなくなります。（９割または８割相当分は未納解消後、町から払い戻
されます。）

１年６か月滞納した場合
＜保険の給付が一時差し止められます＞
　町から払い戻されるはずの自己負担（９割または８割相当分）の一部ま
たは全部を一時的に差し止めるなどの措置がとられます。なお、滞納が続
く場合は、差し止められた額から保険料が差し引かれる場合もあります。

２年以上滞納した場合
＜給付額が減額されます＞
　本来１割または２割である利用者負担が３割に引き上げられたり、高額
介護サービス費等が受けられなくなる場合があります。
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基礎支援金
加算支援金被災者生活再建支援金　　　　　　申請期間の延長のお知らせ

　東日本大震災により居住する住宅を失うなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、被害の程度に
応じて支給される被災者生活再建支援金「基礎支援金・加算支援金」の申請期間が、さらに１年間延長され
ました。
○申請期間　　・基礎支援金・加算支援金の申請期間の延長
　　　　　　　　（変更後）平成30年４月10日まで　（変更前）平成29年４月10日まで

釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
　　　　　　　　※この期間中に申請手続きが終了している必要があります。
○対象世帯　　・居住する住宅が全壊または大規模半壊した世帯

・居住する住宅が半壊し、または住宅の敷地に被害が生じ、その住宅をやむを得ず全て解体
する世帯

○支　給　額　　※（　）内の金額は世帯人員が１人の場合
加算支援金基礎支援金

建設・購入……200万円（150万円）
補修……100万円（75万円）
賃借……　50万円（37.5万円）
（公営住宅を除く）

全　　　壊……100万円（75万円）
大規模半壊……　50万円（37.5万円）
※半壊・大規模半壊の判定で、住宅を解体し
た場合は、全壊に該当します。

支　援
金　額

今後の住宅の再建方法（住宅の建設・購入、
補修または賃借）を確認できる契約書　等

り災証明書（原本）、住民票謄本、預金通帳
の写し、印鑑　等
※半壊・大規模半壊の判定で住宅の全てを解
体した場合は、上記以外の書類も必要にな
ります。詳しくはお問い合わせください。

必要な
も　の

　※加算支援金は基礎支援金を申請した方が対象となります。加算支援金のみを申請することはできません。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

○そ　の　他　　支給の決定等は、被災者生活再建支援法人（公益財団法人 都道府県会館）が行います。

【問合せ先】　社会福祉課　☎ ０２９－２４０－７１１２（直通）

★★★★★　生活自立相談窓口 のご案内　★★★★★
　茨城県福祉相談センター（県央福祉事務所）では、仕事が見つからない、病気で働けない、家族のこと
で悩んでいるなど、生活にお困りの方々が、より身近に相談できるよう、町において出張相談を実施しま
す。ひとりで抱えこまず、まずはご相談ください。
○相　談　日（原則毎月第２水曜日）

○開設時間　　　午前10時～午後３時（正午～午後１時を除きます）
○場　　所　　　茨城町役場１階　社会福祉課相談室
○相談内容　　　・生活の困りごとや不安を抱えている方（生活に困っている、仕事が見つからない、病

気で働けない、家族のことで悩んでいる等）に対して、専門の支援員が相談を受けて、
どのような支援が必要かを一緒に考え、具体的な「支援プラン」を作り解決に向けた
支援を行います。

・相談内容によって専門機関への紹介を行います。
○料　　金　　　無料
○申　込　み　　　予約制で相談を受け付けます。下記の問合せ先までお申し込みください。

【問合せ先・予約先】　茨城県福祉相談センター生活保護課（相談支援員又は就労支援員）
　　　　　　　　　　☎ ０２９－２２６－１５１２
　　　　　　　　　　または　茨城町社会福祉課　☎ ０２９－２４０－７１１２（直通）

５月10日４月12日
７月12日６月14日
９月13日８月９日
11月８日10月11日
１月10日12月13日
３月14日２月14日

一緒に考え、解決へのお手伝
いをします。ご家族やまわり
の方からの相談でも結構です。
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－　未就学児とその保護者が対象となります。　詳細は、お問合せください。－
【問合せ先】　こども課　子育て支援センター　　☎ ０２９－２９１－０９８０（直通）

茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～～　遊　び　に　お　い　で　よ　～

汽ゆうゆう館 まんまるーむ（遊戯室）を開放汽
日曜祝日、年末年始を除く午前９時から午後５時まで　未就学児とその保護者はどなたでも利用できます。

＜４月の予定＞
５日(水) 読み聞かせ
６日(木) ボランティアによるピアノ演奏
１２日(水) 定期子育て相談
１３日(木) 子育てボランティアと遊ぼう
１８日(火) お楽しみシアター
１９日(水) 読み聞かせ
２１日(金) ボランティアによるピアノ演奏
２７日(木) スマイル講座 ｢保健師の話｣(託児付)

　保健師より子育てのヒントになるお話を聞い
て、子育て中の悩みや不安を和らげませんか。
お母さんの健康維持として簡単なストレッチも
行う予定です。お子さんからちょっと離れてリ
フレッシュしましょう。
託児について
　保育士資格をもつ職員とボランティアの方々
がお子さんを預かり、まんまるーむで一緒に遊
んで過ごします。
　詳しくは予約時にご案内します。
日　時：４月27日（木）
　　　　午前10時30分～11時30分
募　集：８組 
場　所：講話　保健センター健診室
　　　　託児　まんまるーむ（遊戯室）
申込み：４月６日（木）開始 先着順

❖読み聞かせ❖
毎月第1、3水曜日

時間：午前１１時～１１時１５分
場所：まんまるーむ(遊戯室)　
　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞か
せに来てくれます。親子でゆったりとお話の世界を
楽しみましょう。

ボランティアの皆さんのご協力をいただいていますので、小さいお子さんや兄弟姉妹が一緒でも、安心して活動に参加できます。

❖ボランティアによるピアノ演奏❖
時間：午前１1時～１１時１５分
場所：まんまるーむ(遊戯室)
　お子さんの好きな曲や保護者が癒される曲の
演奏があります。リクエストを受け付ける場合
があります。

❖定期子育て相談❖
毎月第２水曜日

時間：午前9時30分～11時30分（都合の良い時間にどうぞ）
場所：保健センター　健診室　
　子育てに関する相談をお受けします。内容に
より保健センター(保健師、管理栄養士)と連携
して対応します。身体計測も実施しています。
　※子育て相談は、随時受け付けています。

❖子育てボランティアと遊ぼう❖
毎月１回

時間：午前１０時３０分～１１時３０分
場所：まんまるーむ(遊戯室)
　おしゃべりをしたり、子どもと遊んでもらっ
たりして、地域の方々と交流をしましょう。

要予約

　一年間同じメンバーで活動します。子どもや
自分自身のことなど、情報交換をしながら交流
していきます。
　平成28年度は花の種まき、ミニ運動会、水遊
び、クリスマス会などの活動を行いました。
サークル活動に参加し、仲間と子育てを楽しん
でみませんか。　　　
対　象：平成27年４月２日から28年４月１日までに
　　　　生まれた子どもとその保護者
募　集：８組
申込み：４月10日（月）開始 先着順
その他： 年間８回、初回は５月11日（木）、会費無料

要予約
子育てセミナー

「子育てサークル」の
メンバーを募集します

スマイル講座「保健師の話」
 (託児付)

子育てセミナー

44月月44月月

町子育て支援センターは子育て中の親子に寄り添い、

親子がふれあう子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。
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　３月３日はひなまつり。昔からの伝統
を受け継ぎ、町内の各こども園や幼稚園
では今年もひなまつり行事が行われまし
た。
　沼前幼稚園では、２日にひなまつり集
会を実施しました。園児たちは、制作し
た色鮮やかなひな人形を飾り、ひなあら
れや草餅を仲良く食べて、楽しいひとと
きを過ごしました。

3/2
（木） ひなまつり集会

　明光中学校と青葉中学校の２年生が一堂に会し、「平
成28年度茨城町立志の集い」が明光中学校体育館で
開催されました。
　両校の生徒たちで組織された立志の集い実行委員会
の委員長、川上さくらさん（明光中学校）は「今日の
日を何かを変えるきっかけとし、将来の夢を持てるよ
うにしましょう。」と呼びかけました。また、集いでは、
横田琴羽さん（明光中学校）と押鴨里奈さん（青葉中
学校）が、「志」を発表。両者とも職場体験を通して、
自身の将来について感じたことを力強く語りました。

2/28
（火）

歩み出せ夢への第一歩　
中学２年生　立志の集い

　消防署に配備する消防ポンプ自動車を、防衛省周辺
消防施設設置事業の補助を受けて最新鋭の車両に更新
しました。約20年ぶりに導入した車両は最新の泡消
火システムが備えてあり、泡で燃えているものを覆い
消火します。その泡は天然油脂を成分としていて環境
にも優しく、有害な成分が残ることはありません。
また、車両にはヒヌマイトトンボをモチーフとしたデ
ザインが取り入れられています。

（金） 消防ポンプ自動車を更新
2/17

　郷土茨城町の歴史について楽しく学習する「わくわ
く歴史ツアー」が、町教育委員会の主催により開催さ
れました。ツアーでは町内の小学生14人が、町の史
跡「小幡城跡」や国指定史跡「小幡北山埴輪製作遺
跡」を見学。小幡北山埴輪製作遺跡では、ゆるやかな
斜面を利用した埴輪の窯跡を見学した後、はにわ製作
について学習しました。また、講師の山中誠先生の指
導により「ミニはにわづくり」にチャレンジし、思い
思いにはにわを作りました。

（土） わくわく歴史ツアーでミニはにわ作り
2/18

はにわ
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　町では、地球温暖化防止・ごみの減量化・資源の有効活
用の観点から、レジ袋削減の取り組みを推進しています。
　その一環として、３日に町とレジ袋無料配布中止協定を
締結している下記４事業者の店頭で、地球温暖化防止キャ
ンペーンを実施しました。茨城町家庭排水対策協議会の会
員や茨城県地球温暖化防止活動推進員の協力により、買い
物に来た方々に啓発品を配布し、マイバック持参によるレ
ジ袋の削減と、冬の節電推進を呼びかけました。
【茨城町レジ袋無料配布中止協定締結事業者】
・㈱エコス長岡店　・㈱カスミフードスクエア　イオンタウン水戸南店
・㈱宮城商店　　　・㈱ヨークベニマル茨城町店

2/3
（金） 地球温暖化防止キャンペーンを実施

　網掛ボランティアの会は４日と５日の２日間、涸沼
の野鳥展を開催しました。
　会場の網掛コミュニティセンターには、一般の方や
町民の方が撮影した作品を中心に、野鳥の写真パネル
が展示され、たくさんの地域住民や親子連れが訪れま
した。同ボランティアの会の清水衛会長は「地元の人
にもオオワシなどの姿を知ってほしいという思いか
ら、今回初めてこの展示会を企画しました。たくさん
の人に身近にいる野鳥に興味を持ってもらえたら嬉し
いです。」と思いを伝えてくれました。

（土） 網掛ボランティアの会　涸沼の野鳥展を開催
2/4

　茨城県と３市町（鉾田市、茨城町、大洗町）で結成され
た「涸沼ラムサール条約推進協議会」は、涸沼のラムサー
ル条約登録１周年を記念し、いこいの村涸沼（鉾田市）に
てシンポジウムを開催しました。
　パネルディスカッションでは、同じくラムサール条約に
登録されている渡良瀬遊水地（栃木県、群馬県、埼玉県、
茨城県）や谷津干潟（千葉県）の各担当者と保全活動やＰ
Ｒの取り組みについて語り合いました。それらを踏まえ、
茨城県生物多様性センター山根爽一センター長は「条約登
録は始まりであり、各部門が連携して特色を生かした今後の取り組みが課題です。」と述べました。

（土） 涸沼の豊かな自然から地域の未来を考える
2/4
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健康増進課（保健センター）４月の予定
日 曜日

11

12

12

14

25

28

火

水

水

金

火

金

1歳6か月児健康診査

健康相談

3～４か月児育児相談

2歳児歯科検診

3歳児健康診査

ごっくん教室

13:00～13:30

  9:00～11:30

10:00～10:15

12:50～13:30

13:00～13:30

  9:45～10:00

健康増進課
（保健センター）

事　業　名 受付時間

  

健
康
診
査
を
受
け
よ
う

　
　

〜
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
〜

 

【
家
族
も
、
地
域
も
、
町
も
元
気
に
！
】

　

肥
満
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
と

い
っ
た
代
表
的
な
生
活
習
慣
病
は
、
多
く
の

場
合
複
数
の
病
気
を
重
ね
て
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
た
い
し
た
こ
と
が
な
く
て

も
、
重
な
る
と
、
血
管
が
も
ろ
く
、
硬
く
な

る
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
と
い
っ
た
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な

生
活
習
慣
を
心
が
け
る
こ
と
と
、
健
診
で
身

体
の
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
で
、

「
町
の
健
診
な
ん
か
受
け
た
こ
と
が
な
い
」

「
健
診
を
受
け
る
と
病
気
が
見
つ
け
ら
れ
そ

う
で
、
怖
い…

」
な
ん
て
い
っ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
？
生
活
習
慣
病
の
場
合
、
ど
ん

な
に
重
症
で
も
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
き

ま
す
が
、
健
診
を
受
け
て

早
め
に
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
で
、
十
分
予
防
が

で
き
ま
す
。

 

健
康
増
進
課
で
は
、
６
月
か
ら
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
（
＊
４
月
か
ら
総
合
健
診
の

申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す
）。
こ
の
機
会
に

ご
家
族
や
ご
近
所
で
誘
い
合
っ
て
、
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
健
診
後
は
、
保
健
指
導
で
健
康
ア
ッ
プ
】

　

各
々
の
健
診
結
果
が
気
に
な
る
方
に
は
、

ご
希
望
で
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
、
健
診
結
果
を
説

明
し
、
生
活
習
慣
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
日
常
生
活
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
年
に
一
度
の
健
診
を
受

け
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
心
が
け
、
健
康

的
で
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

　札
240-7134
（直通）

　

近
年
、
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
、
商

品
事
故
、
食
品
偽
装
な
ど
様
々
な
消
費
者
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
は
、
そ
れ
ら
の
不
安
や
苦
情
、
被
害

な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
内
容
に
応
じ

て
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
、

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
ま
す
。

《
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
》

・
高
齢
の
親
が
次
々
と
商
品
を
購
入
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
返
品
で
き
る
か
。

・
「
必
ず
儲
か
る
」
と
言
わ
れ
、
あ
る
事
業

に
出
資
し
た
が
、
配
当
金
の
支
払
い
が
一

度
も
な
く
不
安
だ
。

・
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
退
去
時
に
敷
金
が
戻
ら

ず
、
高
額
な
掃
除
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

・
訪
問
販
売
の
人
が
よ
く
訪
ね
て
く
る
が
、

信
用
し
て
い
い
の
か
迷
っ
て
い
る
。

・
「
民
事
訴
訟
裁
判
告
知
」
と
い
う
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
が
、
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い

か
。
な
ど

 

こ
の
他
に
も
、
多
重
債
務
（
借
金
）
の
相

談
や
商
品
の
品
質
・
安
全
性
、
表
示
な
ど
に

つ
い
て
疑
問
を
感
じ
た
と
き
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
方
法
や
効
果
、
書
面
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

相
談
受
付

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

相
談
は
無
料
で
す
。
電
話
ま
た
は
、
来

所
で
の
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
契

約
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

 

出
前
講
座
に
つ
い
て

　

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
消

費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
を
講
座
を
通
し
て
、
皆
様
に
お

届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
や
団
体
の
会
合

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
１
６
９
０
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《
短
歌
》

《
俳
句
》

な
つ
ぶ
や
き
、
言
葉
が
、
作
者
そ
の
人
の
作
品
と
し
て

読
者
を
共
鳴
さ
せ
る
こ
と
が
感
じ
と
ら
れ
ま
す
。

○
人
々
は
ま
だ
眠
り
の
中
カ
ー
テ
ン
を

開
け
て
び
っ
く
り
雪
積
も
る
朝

河
野　

久
子（
昭　

和
）

煙
枯
芝
の
中
に
生
き
ぬ
く
雑
草
は
根
深

く
強
く
春
を
待
つ
力

藤
井　

功
子（
長　

岡
）

煙
良
く
も
ま
あ
此
の
年
ま
で
も
生
き
抜

い
た　

忘
れ
も
し
な
い
日
の
丸
弁
当

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

　

捨
て
が
た
き
妣
の
形
見
の
腕
時
計
耳

を
澄
ま
せ
ば
秒
針
の
音

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

梅
園
は
五
分
咲
き
と
な
り
春
日
和
幼

児
等
の
声
青
空
を
突
く

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

敷
き
藁
を
分
け
て
見
つ
け
る
水
仙
の

芽
を
数
え
て
は
日
々
の
楽
し
み

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

雪
解
か
す
縁
の
ぬ
く
も
り
徒
然
に

ゆ
っ
た
り
呑
ん
だ
と
長
寿
に
感
謝

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

梅
の
花
咲
く
季
来
ま
せ
り
こ
の
里
に

老
い
て
幾
度
春
は
め
ぐ
り
来

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

は
し
ゃ
ぐ
声
庭
に
ひ
び
き
ぬ
縄
飛
び

の
三
人
の
孫
ら
息
は
づ
ま
せ
て

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

我
が
庭
の
期
待
に
添
い
て
老
木
が
大

寒
を
経
て
梅
が
綻
ぶ

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

（
評
）
第
一
句
、
皆
藤
さ
ん―
虎
落
笛
と
は
、
冬
の
厳

し
い
風
が
柵
や
竹
垣
に
吹
き
当
た
っ
て
発
す
る
、
笛
の

よ
う
な
音
の
こ
と
。何
処
か
へ
出
掛
け
て
い
た
作
者
が
、

寒
い
の
で
襟
を
立
て
て
帰
宅
を
急
い
で
い
る
様
子
。「
帰

宅
急
げ
り
」
に
一
句
の
要
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
簡

単
な
表
現
だ
が
真
実
味
が
あ
る
。
宮
沢
賢
治
の
「
風

の
又
三
郎
」
が
浮
か
ん
で
く
る
。
中
島
さ
ん―

い
つ
も

言
う
と
お
り
、
俳
句
の
要
点
を
よ
く
心
得
て
い
る
作

者
。
人
の
病
気
と
真
っ
白
な
梅
の
花
が
対
照
的
。
上

田
さ
ん―

実
景
を
あ
り
あ
り
と
表
現
し
た
底
力
が
見

え
る
。
田
口
（
す
）
さ
ん―

稜
線
と
い
う
言
葉
を
う

ま
く
使
っ
て
い
る
。
小
堤
さ
ん―

「
雪
」「
雪
」
と
、

一
字
を
一
語
と
し
て
あ
し
ら
っ
て
い
る
。

（
評
）
町
広
報
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
二
月
分
の
作
品
の
観

察
眼
の
向
上
、
き
り
り
と
引
き
締
ま
っ
た
品
格
、
身

体
と
心
が
一
体
化
し
た
作
品―

。
み
ん
な
の
作
品
が
う

ま
く
な
っ
た
な
あ
ー　
が
、
先
ず
も
っ
て
の
感
想
で
す
。

見
落
と
す
こ
と
の
な
い
観
察
の
鋭
さ
、
定
形
の
三
十
一

文
字
に
行
き
渡
る
ゆ
る
ぎ
な
い
表
現
、
勇
敢
に
、
大

胆
に
、
更
な
る
作
品
の
精
進
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
お
り
ま
す
。

　

生
活
の
中
か
ら
、
取
り
作
ら
う
こ
と
の
な
い
自
然

○
襟
立
て
て
帰
宅
急
げ
り
虎
落
笛

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

煙
難
病
も
苦
に
せ
ぬ
笑
顔
梅
真
白

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
振
り
向
け
ば
淡
き
緑
の
春
の
坂

上
田　
　

昭（
長　

岡
）

　

稜
線
の
濃
き
筑
波
山
今
朝
の
冷
え

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

褒
め
言
葉
か
け
て
和
ま
す
深
雪
中

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

春
め
く
や
ス
テ
ッ
プ
軽
く
弾
む
足

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　
「
雪
」「
雪
」と
雪
を
た
た
え
る
童
た
ち

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

雪
と
け
て
春
が
顔
出
す
遠
筑
波

山
埼　

文
一（
大　

戸
）

　

初
日
の
出
橋
の
間
に
仰
ぎ
見
る

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

朝
も
日
暮
れ
も
目
白
の
番
枝
渡
る

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

　

茨
域
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
コ
ル
フ
連
盟

で
は
、
今
年
も
新
春
初
打
ち
大
会
を
町
運
動

公
園
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
毎
年
、

年
の
始
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

の
開
催
は
１
月
４
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
競
技
方
法
は
「
ツ
ー
ボ
ー
ル
フ
ォ

ア
サ
ム
」
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
人

対
２
人
で
お
互
い
に
１
個
の
ボ
ー
ル
を
プ

レ
ー
す
る
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
の
こ
と
を
言
い
、

テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
に
限
り
全
員
で
打
ち
、
２

打
目
は
各
組
の
良
い
ボ
ー
ル
１
つ
を
選
び
、

そ
の
ボ
ー
ル
を
交
互
に
打
つ
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
28
人
（
男
性
19
人
・
女
性
９

人
）
、
抽
選
で
男
女
組
と
男
性
組
の
組
み
合

わ
せ
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
９
ホ
ー

ル
を
回
っ
た
と
こ
ろ
で
「
す
い
と
ん
」
を
食

べ
て
少
し
休
憩
を
し
、
残
り
の
９
ホ
ー
ル
を

回
り
ま
し
た
。

　

競
技
の
成
績
発
表
で
は
、
成
績
の
良
い
順

に
く
じ
を
引
き
当
て
た
「
福
袋
」
を
賞
品
と

し
、
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
す
る
な
か

「
今
年
も
元
気
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
こ
と
」
を
誓
い
合
い
、
新
春
初

打
ち
大
会
を
散
会
し
ま
し
た
。

　

天
候
の
良
い
日
は
公
園
の
休
み
（
概
ね
月

曜
日
）
以
外
は
、
午
前
・
午
後
と
も
に
毎
日

練
習
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

レ
ポ
ー
タ
ー　

廣
木　
　

潔

健
康
の
た
め
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

まちかど
レポート

も
が
り
ぶ
え

つ
が
い

す
る
ど

つ
れ
づ
れ

12

ゴ
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♪

第
　
回
「
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
」

28
　
今
年
も
３
月
末
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
、

「
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
｣
を
開
催
し
ま
す
。

約
2
0
0
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　
日
没
後
は
〝
あ
ん
ど
ん
〟
や
〝
ぼ
ん
ぼ

り
〟
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま

す
。
昼
間
と
は
一
味
違
う
幻
想
的
な
夜
桜

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
阿
漕
ケ
浦
公
園
（
国
道
２
４
５

号
沿
い
）

▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
　
日
没
～
午
後

９
時

※
開
催
期
間
な
ど
詳
細
は
、
東
海
村
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://tokai-kan

ko.com
/

）
ま
た
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（h

ttps://w
w
w
.facebook.com

/tokaivil
lkankokyokai/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
東
海
村
観
光
協
会
事
務
局

（
東
海
村
産
業
・
情
報
プ
ラ
ザ
内
）　
☎
０

２
９
（
２
８
７
）
０
８
５
５

第
　
回
笠
間
の
 陶
炎
祭
 

ひ
ま
つ
り

36

　
約
2
0
0
人
の
窯
元
や
陶
芸
家
た
ち
が

一
堂
に
集
ま
り
、
作
品
を
直
接
販
売
す
る

一
大
陶
器
市
で
す
。
他
に
も
土
面
コ
ン

ク
ー
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
も
開

か
れ
、
期
間
中
だ
け
で
　
万
人
以
上
の
来

50

場
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

▼
開
催
日
　
4
月
　
日
（
土
・
祝
）
～
5

29

月
5
日
（
金
・
祝
）

▼
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
場
所
　
笠
間
芸
術
の
森
公
園
 イ
ベ
ン

ト
広
場
（
笠
間
市
笠
間
2
3
4
5
）

【
問
合
せ
先
】笠
間
焼
協
同
組
合
　
☎
0
2

9
6
（
7
3
）
0
0
5
8

笠
間
の
陶
炎
祭
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.him

atsuri.net

八
重
桜
ま
つ
り

　
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
は
「
日
本
さ
く
ら

名
所
1
0
0
選
」
に
選
ば
れ
た
八
重
桜
の

名
所
で
す
。
ま
た
、
夜
桜
期
間
中
に
は
幻

想
的
な
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
開
催
日
　
４
月
　
日
（
土
）
～
５
月
３

15

日
（
水
）

※
イ
ベン
ト
 ４
月
　
日（
土
）～
　
日（
日
）

22

23

※
夜
桜
　
４
月
　
日
（
土
）
～
　
日
（
日
）

22

30

▼
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時（
予
定
）

※
夜
桜
　
午
後
６
時
～
９
時

▼
場
所
　
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
（
那
珂
市

静
1
7
2
0
番
地
１
）

▼
料
金
　
入
園
料
無
料

駐
車
料
金
　
普
通
車
5
0
0
円
、
中
型
車

1
，
0
0
0
円
、
大
型
車
2
，
0
0
0
円

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

・
２
日
間
イ
ベ
ン
ト
時
（
4
月
　
日
～
　

22

23

日
）
の
み
J
R
水
郡
線
瓜
連
駅
到
着
よ
り

随
時
運
行
。

・
運
行
時
間
帯
 

午
前
9
時
　
分
～
午
後
8
時
　
分

30

30

【
問
合
せ
先
】八
重
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
那
珂
市
商
工
会
）　
☎
０
２
９（
２
９
８
）

０
２
３
４

那
珂
市
観
光
協
会
（
那
珂
市
産
業
部
商
工

観
光
課
）
☎
０
２
９
（
２
９
８
）
１
１
１

１
（
内
線
２
４
３
）

那
珂
市
商
工
会
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http

://w
w
w
.nakashishokokai.com

/

那
珂
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
 htt

p://w
w
w
.naka-kanko.jp/

鰍

恰

割

括

潟

潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
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と
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り
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か

ら
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ひろば
情報
4月号月号4月号

　
茨
城
県
警
察
で
は
、
平
成
　
年
29

　
月
（
男
女
A
・
男
女
B
）
ま
た

10は
平
成
　
年
４
月
（
男
女
A
）
に

30

採
用
す
る
警
察
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
警
察
官
は
、
他
人
に
感

謝
さ
れ
る
や
り
が
い
の
あ
る
職

業
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
資
格

【
男
性
A
・
女
性
A
】

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

59

生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
方
、
も
し
く
は
平
成

　
年
３
月
　
日
ま
で
に
卒
業
見

30

31

込
み
の
方
ま
た
は
人
事
委
員
会

が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
方
。

【
男
性
B
・
女
性
B
】

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平

59

成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

11
れ
た
方
で
、
警
察
官
A
の
受
験
資

格
（
学
歴
区
分
）
に
該
当
し
な
い

方
。（
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら

29

10

勤
務
可
能
な
方
に
限
る
）

▼
受
付
期
間

・
郵
送
・
持
参
　
３
月
１
日
（
水
）

～
４
月
　
日
（
火
）（
消
印
有
効
）

25

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
３
月
１

日
（
水
）
午
前
９
時
～
４
月
　
日
24

（
月
）
午
後
５
時
（
受
信
有
効
）

▼
試
験
日
　
第
一
次
試
験
　
５

月
　
日
（
日
）

14
▼
そ
の
他
　
採
用
案
内
は
、
県
内

各
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
で

配
布
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
水
戸
警
察
署
　
☎

０
２
９
（
２
３
３
）
０
１
１
０

（
内
線
２
１
１
）

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
夏
休
み
海
外
研

修
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
じ
て
、

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
ご

参
加
に
な
る
方
が
７
割
以
上
、
初

め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
も
多

く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
お
友
達

と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
引
率
指
導
者
も
同
行

し
、
事
前
の
準
備
か
ら
帰
国
ま
で

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校

体
験
、
英
語
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
な
ど

▼
派
遣
先
　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

▼
日
程
　
７
月
　
日
（
水
）
～
８

26

月
　
日
（
水
）　
８
日
間
～
　
日

16

18

間
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
。

▼
対
象
　
小
学
校
３
年
生
～
高

校
３
年
生
の
方
ま
で
※
コ
ー
ス

に
よ
り
異
な
る
。

▼
説
明
会
　
全
国
　
都
市
で
５

16

月
下
旬
に
開
催
（
入
場
無
料
、
予

約
不
要
）
※
遠
方
の
方
や
当
日
ご

都
合
の
悪
い
方
に
は
、
郵
送
に
て

資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
参
加
費
　
　
・
８
万
円
～
　
・

２４

６３

８
万
円

【
問
合
せ
・
資
料
請
求
先
】
公
益

財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協

会
（
内
閣
府
　
公
益
認
定
委
員
会

認
定
）
☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９

７
２
１

:http://w
w
w
.kskk.or.jp

　「
し
ら
さ
ぎ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
体
験
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
心
で
男
性

も
女
性
も
同
じ
よ
う
に
踊
れ
、
カ

ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
リ

ズ
ム
で
心
身
の
若
さ
を
保
つ
の

に
効
果
的
で
す
。
体
験
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
４
月
７
日（
金
）、　
日
14

（
金
）、　
日
（
金
）、　
日
（
金
）

21

28

午
後
８
時
か
ら

▼
場
所
　
茨
城
町
中
石
崎
公
民

館【問
合
せ
先
】
亀
山
　
☎
０
９
０

（
４
７
４
３
）
５
１
９
６

有
波
　
☎
０
９
０
（
２
２
３
７
）

１
５
５
３

平
成
　
年
度
茨
城
県
警

29

察
官
採
用
試
験（
第
１

回
）案
内

小
学
生
か
ら
高
校
生
の

た
め
の
夏
休
み
海
外
交

流
事
業
　
参
加
者
募
集

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
体
験
会

認 知 症 対 応 型 介 護 保 険 施 設

豊かな緑に包まれた環境で、
安心と安らぎのある介護
サービスを提供いたします

自然豊かな涸沼の湖畔で、
ふれあいがあり、温もりが
ある介護サービスを提供い
たします

グループホーム
茨城町中石崎 159-1  ☎029-240-8117 （担当 小柴） 茨城町中石崎 1055 ☎ 029-240-8321 （担当 久保田）

ひ ぬ ま グループホーム ひぬまの杜

入
居
者
募
集

随
時
見
学
可

１4

4月の納税
○固定資産税　　　　　　１期
○国民健康保険税　　　　１期
○介護保険料　　　　　　１期

・納税は安心便利な口座振替がお勧めです。
・お申込みは町指定取扱い金融機関の窓口まで。

納期限は５月１日（月）
4月号
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合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
！

エクササイズ教室の参加者募集

平成29年４月１日広報いばらき

茨城町役場　★〒311-3192　茨城町小堤1080　TEL029-292-1111
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♪

【事務局・問合せ先】霞台厚生施設組合 建設計画課　☎0299－56－7773
FAX：0299－26－8660　E-mail：kd-kensetsu@outlook.jp

恐

況

挟

狭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
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■事業者公募選定に係る主な予定
　組合では、委員会の最終答申で決定した内容や、住民説明会等で寄せられたご意見等を踏まえ、最終的な
事業実施の是非について判断します。
　今後、組合議会及び４市町議会の事業費予算の議決を得たうえで、地方自治法に基づく総合評価一般競争
入札方式（事業者からの価格及び技術等の提案を総合的に評価）により、事業者の公募及び選定手続きを行
います。なお、具体的な事業者の審査及び選定については、委員会で決定します。

幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者のののののののののののののののののののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定にににににににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ新ごみ処理施設整備運営事業者の公募選定に向けててててててててててててててててててててててててててててててて新ごみ処理施設整備運営事業者の公募選定に向け新ごみ処理施設整備運営事業者の公募選定に向けてて

焼却施設：215ｔ/日（２炉）、マテリアルリサイクル施設：22ｔ/日処 理 能 力

処理方式：ストーカー式焼却炉（灰処理は外部委託）
事業方式：DBO方式（運営期間20年：35年使用可能な適正管理を付帯条件）

処理及び事業方式

可燃ごみ、不燃ごみ、缶金属類（小型家電含む）、粗大ごみ、ビン、ペットボトル主な処理対象物

法規制値を上回る自主規制値を設定（最新の整備事例である水戸市と同水準）排 ガ ス 規 制 値

騒音、振動、悪臭、排水基準など地元自治体が定める規制値等を遵守他 環 境 基 準

※DBO（Design Build Operate）方式：自治体が施設を建設し、これと一括して民間事業者に15～20年間
の長期運営を委託する契約方式

　霞台厚生施設組合（以下「組合」という）を事業主体とする、石岡市、小美玉市、かすみがうら市、茨城
町の４市町のごみ処理広域化事業は、本年度・昨年度内に策定された一般廃棄物処理施設整備基本構想を踏
まえ、平成28年８月に組合内に設置された委員会の中間報告を受けて、公募によるメーカーへの見積等調
査の結果から処理及び事業方式を検証し、以下のように決定しました。

■新処理施設の整備運営概要（委員会最終答申）

事業者の公募（事前に、事業予算に係る議会の審議）H29年　２月

事業者の選定（選定後、事業者との契約に係る議会の審議）H29年　８月

選定事業者との設計協議（約１年かけて行い、その後工事へ）H29年10月

新処理施設の運用開始H33年　４月

※事業選定に係る関係図書を含む審議経過及び委員会委員については、メーカーとの癒着や談合に配慮し、
公平公正な事業者選定手続きを確保するため、関係条例等に準拠し、選定後の公表とします。
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補助対象要件補助限度額
（１基あたり）補助人槽

延べ床面積　140㎡（約42.35坪）以下のもの645,000円５人槽

延べ床面積　140㎡（約42.35坪）を超えるもの772,000円７人槽

台所及び浴室が２ヵ所以上ある場合（二世帯住
宅等）959,000円１０人槽

※補助を受ける方のうち、既設の単独処理浄化槽を撤去する場合、撤去費用の一部
（限度額90,000円／基）を補助します。

エクササイズ教室の参加者募エクササイズ教室の参加者募集集
謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医

　健康増進課では、運動習慣を身につけて、これからも若々しいこころと体を保つためのエクササイズ教室を実施
します。運動に慣れていない方でも、気軽に参加できる内容になっています。無理なく楽しくシェイプアップして、
こころと体を健康に保ちましょう！

【実施内容等】

定　員場　　所コース内容コース名・曜日・時間

各25名
茨城町総合福祉センター

ゆうゆう館内
２階　多目的室

音楽に合わせた健康体操で、全身をシェイプ
アップ。汗ばむ程度の運動量です。

すっきりチャレンジコース
月曜 １３：１５～１４：１５

バランスよく筋肉をひきしめる運動。二の腕のたる
みや背中の脂肪が気になる方にお勧め。

はっする筋トレコース
月曜 １４：３０～１５：３０

各30名
茨城町総合福祉センター

ゆうゆう館内
２階　娯楽室

脂肪を燃焼させるストレッチ中心。腰痛予防
の効果もあります。

しなやかストレッチング　Aコース
金曜 ９：４５～１０：４５

しなやかストレッチング　Bコース
金曜 11：００～１２：００

【実施期間】　　平成29年４月17日（月）～ ９月22日（金）毎週月曜日または金曜日実施予定
　　　　　　　（コースにより異なるため、詳細は参加者の方に後日通知でお知らせします）
【対　　象】 ・すっきりチャレンジコース（65歳未満で町内在住の方）

趣 首酒酒酒酒酒酒
 ・はっする筋トレコース    （65歳未満で町内在住の方）

趣 首酒酒酒酒酒酒
 ・しなやかストレッチングコース（75歳未満で町内在住の方）

趣 首酒酒酒酒酒酒
 ※ただし町に住民票のある方で、医師から運動制限されていない方。
【募集方法】 １） ４コースの中から1コースをお選びください。
 ２) 　申請書に必要事項を記入し、捺印のうえ健康増進課へ提出してください。

趣 首酒酒酒酒酒酒酒
 ※申請書は町のホームページや健康増進課窓口にあります。
  申込者が多数の場合には、平成28年度エクササイズ教室（後半の部）に参加されていない方を
  優先とし、それでも多数の場合には抽選とします。
【募集期間】　　平成29年４月３日（月）～４月10日（月）
【参加費用】　　３,０００円（１コース２０回）初回の教室開始前に納入してください。

【問合せ先】健康増進課　☎029－240－7134（直通）
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茨城町役場　★〒311-3192　茨城町小堤1080　TEL029-292-1111

し
ら
く

談
相・
集
募

ト
ン
ベ
イ

室
教・
座
講

♪

認知症のおそれ
認知機能低下のおそれ

認知機能低下のおそれなし

道路交通法が一部改正されました

《問合せ先》
　茨城県水戸警察署　交通第一課：０２９－２３３－０１１０
　茨城県警察運転免許センター：０２９－２９３－８８１１

改　正　高　齢　者　講　習

準　中　型　免　許　の　新　設

１．75歳以上の方は認知機能検査の結果によって、講習時間や内容が変わります。

２．75歳以上の方が一定の違反行為をすると認知機能検査と高齢者講習の対象になります。

運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
と
き

認
知
機
能
検
査

75
歳
以
上（30分）

650円

機
能
検
査

臨
時
認
知
（30分）
650円

高度化講習
　・実車指導、個別指導など計３時間
　・手数料 7,550円

合理化講習
　・実車指導など計２時間
　・手数料 4,650円

75
歳
未
満

70
歳
以
上

違反
行為

信号無視、通行禁止、
一時不停止など、認知機能
が低下した場合に行われや
すい違反行為18項目

直近の認知機能検査の結果
と比較し、認知機能の低下が
認められる場合

臨時高齢者講習
　・実車指導（１時間）
　・個別指導（１時間）
　　　　　　　計２時間
　・手数料5,650円

普通自動車

普通免許

準中型免許

５t限定準中型免許

中型免許

大型免許

８t限定中型免許
（平成19年６月１日以前に取得した普通免許）

（平成19年６月２日～平成29年３月11日に
取得した普通免許）

3.5トン未満
２トン未満
10人以下

車両総重量
最大積載量
乗 車 定 員

大型自動車
11トン以上
6.5トン以上
30人以上

準中型自動車
3.5トン以上7.5トン未満
２トン以上4.5トン未満

10人以下

中型自動車
7.5トン以上11トン未満
4.5トン以上6.5トン未満
11人以上29人以下

改正前と同じ 車両総重量８トン未満
最大積載量５トン未満
乗車定員10人以下

車両総重量５トン未満
最大積載量３トン未満
乗車定員10人以下

「準中型免許」が新設され、18歳から運転できる自動車の範囲が拡充されます。
現在の普通免許は「５トン限定準中型免許」となり、改正前と同じ範囲の自動車が運転できます。
「準中型免許」取得後１年未満の方は、準中型自動車を運転する際に初心者マークの表示が義務付けられるとと
もに、交通違反等で一定の基準に達した場合は初心運転者講習の対象となります。
聴覚障害がある方も、一定の条件を満たせば「準中型免許」が取得できます。

ポイント１
ポイント２

ポイント３

ポイント４

改正前と同じ

改正前と同じ

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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し
ら
く

談
相・
集
募

ト
ン
ベ
イ

室
教・
座
講
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自 衛 官 等 募自　衛　官　等　募　集集
下記の通り自衛官を募集します。ご不明な点はお問い合わせください。

１8

自 衛 隊 幹 部 候 補 生
（一般幹部候補生）

種　　目
募集要項

平成29年 ３月１日(水)～５月５日(金)受　付　期　間
日本国籍を有する者

受　験　資　格

２２歳以上２６歳未満の者
（20歳以上２２歳未満の者は大卒{見込含}、修士課程修了者等 ｛見込含｝ は２８歳未満）
※年齢計算:平成３０年４月１日現在

試
　
　
験

大
卒
程
度

修士課程修了者等（見込含）で20歳以上28歳未満の者
試
　
験

院
卒
者

　５月１３日(土)、１４日（日）　※１４日は飛行要員のみ第１次試験試
験
日
等

　６月１３日(火)～１６日(金)間の指定する日　※飛行要員のみ３次試験あり
第２次試験
(１次試験  
　合格者のみ)

　平成30年３月下旬～４月上旬入隊・入校時期
特別職国家公務員身　　　　分

大卒程度試験合格者で
　修士課程修了者等以外：２２２,０００円
　修士課程修了者等　　：２３９,1００円

試
　
　
験

大
卒
程
度初任給等

(※H29年1/1
現在)

給
　
　
料
　
　
等

院卒者試験合格者　　　：243,100円
試
　
験

院
卒
者
賞与年２回（６月、１２月）　
その他各種手当があります。
入隊後約１年で
○大卒程度試験合格者は３等陸・海・空尉に昇任します。
○院卒者試験合格者は２等陸・海・空尉に昇任します。

そ　の　他

茨城町町民協働課
☎０２９ー２９１－８８０２（直通）
自衛隊茨城地方協力本部　水戸募集案内所 
☎０２９ー２２６－９２９４
http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/
E-mail  hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp 

連　　絡　　先

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

～ 明るく元気に町をPRしてくださる方をお待ちしています ～
　茨城町観光協会（会長　澤　秀雄）では、町を訪れた観光客の皆さんに対
して、町の素晴らしい歴史や文化、自然、産業などを「おもてなしの心」を
もって、案内していただける観光ボランティアガイドを募集します。
　茨城町の観光や歴史などに関心があり、その魅力を多くの方に紹介する意欲のある方をお待ちして
います。現在19名の方が活躍されています。（勉強会、研修視察等あり）
◎募集対象者　　25歳以上
　　　　　　　　（町内外問わず）観光ガイドができる方
◎申 込 方 法　　商工観光課（２階16番窓口）に備え付けてある申込書、または町観光協会ホームペー

ジから申込書をダウンロードし、必要事項をご記入の上お申し込みください。
◎申 込 期 間　　５月31日（水）まで

【問合せ・申込先】町観光協会事務局（商工観光課）　☎029―240－7124（直通）
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茨城町観光ボランティアガイ茨城町観光ボランティアガイドド
「いばらきまちおもてなし隊」追加募「いばらきまちおもてなし隊」 追加募集集



平成29年４月１日 広報いばらき ８平成29年４月１日 広報いばらき

DATA

D
A
T
A

D
A
T
A

　
四
月
に
な
り
ま
す
と
、
本
当
に
春
が
来
た

と
誰
で
も
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。「
春
の
小

川
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
川
や
田
ん
ぼ

に
足
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ピ
ン
ク
や
黄

色
、
藍
色
に
混
じ
っ
て
、
田
ん
ぼ
一
面
に
白

い
花
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
な
ど
が
群

生
し
て
い
る
の
で
す
。

▼
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
と
は
　

　
ハ
コ
ベ
属
に
含
ま
れ
る
越
年
草
で
、
国
内

で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
、
小
笠
原
ま
で
見
ら

れ
、
水
田
、
畑
、
耕
作
地
周
辺
、
道
端
な
ど

少
し
湿
っ
た
場
所
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
人

里
に
見
ら
れ
る
植
物
で
す
。
葉
も
小
さ
く
、

花
の
無
い
時
に
は
あ
ま
り
気
づ
か
れ
ま
せ
ん

が
、
町
内
で
も
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
。
国
外

で
は
朝
鮮
半
島
、
中
国
、
ウ
ス
リ
ー
地
方
で

知
ら
れ
て
お
り
、
学
名
の
母
種
に
な
る
も
の

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中
国
東
部
、
北
ア
メ
リ

カ
に
分
布
し
て
い
る
そ
う
で
す
。　

　
花
は
三
月
か
ら
八
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

目
立
つ
の
は
三
月
末
か
ら
四
月
で
す
。
秋
に

芽
を
だ
し
、
冬
を
越
し
春
か
ら
よ
く
成
長
し

て
開
花
・
結
実
を
し
、
夏
の
終
わ
り
に
は
枯

れ
ま
す
の
で
、
越
年
草
と
い
い
ま
す
。
時
に

は
そ
の
年
内
に
開
花
・
結
実
・
枯
死
す
る
も

の
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
一
年
草

で
す
。
花
弁
は
五
枚
で
す
が
、
各
花
弁
は
深

く
裂
け
て
い
ま
す
の
で
、
十
枚
の
よ
う
に
見

え
ま
す
。
雄
し
べ
の
葯
は
黄
色
で
す
。
数
は

変
異
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
づ
い
て
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
種
子
は
小
さ
く
表
面
に
鈍

い
突
起
が
あ
り
ま
す
。

▼
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
の
名
前

　
和
名
は
「
蚤
の
衾
」
の
こ
と
で
、
葉
が
小

さ
く
、
平
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
蚤（
ノ

ミ
）
に
掛
け
る
夜
具
と
い
う
意
味
で
付
け
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。
今
は
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
を

見
た
こ
と
の
あ
る
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
で
し
ょ
う
し
、
平
安
時
代
か
ら
使
わ
れ
た

と
い
う
「
衾
」
は
日
常
生
活
か
ら
は
遠
い
言

葉
で
す
。
耕
作
地
で
は
雑
草
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
名
前
の
由
来
か
ら
、
少
し
気
に
か
け

て
く
だ
さ
い
。


